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ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いのちのホットライン竹原

場所　たけはらふれあい館

　　　（中央二丁目 4-3）9 時～ 18 時

※ 11/27 は休館します。

問い合わせ　いのちのホットライン竹原

　　　　　　☎ 22-9102

特設登記・人権相談所

日時　10 月 20 日 ( 木 )　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

場所　人権センター

問い合わせ　広島法務局東広島支局　☎ 082-423-7707

国民年金相談日

日時　毎月第 2水曜日 10 時～ 15 時

場所　福祉会館２階会議室

問い合わせ　呉年金事務所　

　　　　　　☎ 0823-22-1691

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◎電話による相談も可。

◇ 11 月は司法書士が応相談。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00
◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

◇不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

高齢者総合相談

日時　毎週月～金曜日　8時 30 分～ 17 時 30 分

　※土・日曜日は要望により対応します

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　地域包括支援センター　

　　　　　　☎ 22-5494

　　　　　 消費生活相談室便り  
 　 ～多量・高額な教材販売目的の家庭教師派遣～

相談内容

　家庭教師の電話勧誘があり、小６の息子が無料体験を

受けて気に入ったので、頼むことにしました。すると突

然教材の話が出て、「購入しないと家庭教師は派遣でき

ない」と言われました。中学３年間分まとめて買う必要

があり、約 50 万円と高額でしたが、これさえあれば他

の教材はいらないということだったので、購入しました。

　しかし、派遣された教師は、無料体験の時とは違う人

で態度や指導法も悪かった上、教材のことも知りません

でした。解約・返品を申し出ると、高額な教材の解約損

料が提示され、納得できません。

アドバイス

　子どもの学習進度に対する関心や不安から家庭教師派

遣の勧誘に応じ、トラブルになるケースは多いです。

　無料体験では、レベルの高い家庭教師が派遣されること

もあるため、子どもがやる気を示すと、つい高額な教材ま

で契約してしまいがちですが、一度に多量、高額な契約は

避けましょう。また、家庭教師や教材の契約は、法律の規

制を受け、中途解約時に交渉ができる場合もあります。

相談窓口　おかしいな、困ったなと思ったら、

　消費生活相談室にご相談ください。☎ 22-6965

消費生活展「だまされないで！悪質商法」
　高齢者の悪質商法被害が後を絶ちません。

悪質商法には様々な手口があり、被害を防ぐ

には、その手口を知っておくことが重要です。

悪質商法についてのパネル展示を行いますの

で、ぜひご覧ください。

日時　10 月 17 日（月）～ 27 日（木）

　　　８時 30 分～ 17 時

場所　市役所ロビー

問い合わせ　産業振興課商工振興係　☎ 22-7745

　警察官をかたる不審電話に注意！

　呉市内で、警察官をかたる男から、「窃盗犯

を捕まえたら、あなた名義の通帳を持っていた。」

と電話があり、「銀行協会のヤマダ」を名乗る人

物と電話を替わり、「お宅に何通、通帳がありま

すか」と尋ねる不審な事案が発生しています。

　犯人は被害者を騙し、カードや通帳を受け

取り、暗証番号を聞き出し、預金を引き出し

てしまいます。このような電話がかかってき

たら、すぐに 110 番しましょう。

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係　☎ 22-7731

　竹原警察署　☎ 22-0110
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み
ん
な
が
集
う
図
書
館

　

竹
原
書
院
図
書
館
は
、
江
戸
期
に
町
の

学
問
ど
こ
ろ
「
竹
原
書
院
」
と
し
て
開
設

さ
れ
、
昨
年
、
創
立
百
年
を
迎
え
た
歴
史

あ
る
図
書
館
で
す
。

　

図
書
館
は
、
教
養
を
高
め
る
場
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
心
を
育
む
空

間
、
安
ら
ぎ
の
空
間
と
し
て
親
し
ま
れ
、

毎
日
、
子
ど
も
連
れ
の
人
や
小
中
学
生
、

高
校
生
な
ど
様
々
な
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

知
る
と
い
う
空
間

　

図
書
館
に
は
、
小
説
、
学
術
書
、
絵
本
、

実
用
書
な
ど
の
書
籍
の
他
、
雑
誌
や
新
聞
、

郷
土
資
料
を
始
め
と
し
た
貴
重
な
過
去
を

記
し
た
資
料
な
ど
た
く
さ
ん
の
書
物
が
あ

り
ま
す
。

　

歴
史
的
、
世
界
的
、
文
化
的
等
の
幅
広

い
視
野
に
立
っ
た
蔵
書
を
そ
ろ
え
、
必
要

な
時
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

知
る
・
学
ぶ
・
読
む
機
会
は
、
人
間
ら

し
い
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
図
書
館
は
あ
ら
ゆ
る
人

に
そ
の
門
戸
を
開
き
、
全
て
を
無
料
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
直
接
図

書
館
で
の
利
用
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

自
動
車
文
庫
「
わ
か
た
け
３
号
」
を
市
内

各
地
域
に
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

心
を
育
む
空
間

　

読
書
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
未
来
を

担
い
、
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
を
育
み
、
「
考
え
る
力
」
「
感
じ
る

力
」「
表
現
す
る
力
」
そ
し
て
何
よ
り
も
「
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
」
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
図

書
館
で
は
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
、
小
学
校
１
年
生
対
象
の
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト 

パ
ー
ト
Ⅱ
」
、
乳
幼
児
健
診

時
に
お
け
る
「
絵
本
の
出
前
講
座
」
、
そ

の
他
年
２
回
の
文
庫
ま
つ
り
や
毎
月
の
お

は
な
し
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
と
一
緒
に
読
書
を
楽
し
む
こ
と

で
、
子
ど
も
は
大
人
か
ら
注
が
れ
る
無
償

の
愛
情
と
安
心
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
は
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
学
校
・
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
貸
し
出
し

の
他
、
授
業
で
使
用
す
る
た
め
の
図
書
を

選
書
し
て
届
け
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

本
に
触
れ
、
調
べ
学
習
を
す
る
こ
と
で
、

「
考
え
る
力
」
が
育
ち
ま
す
。

　

子
ど
も
自
身
が
登
録
カ
ー
ド
を
持
つ
こ

と
で
、
個
人
と
し
て
の
責
任
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
本
」
と

い
う
新
し
い
世
界
に
自
分
の
力
で
入
っ
て

い
く
た
め
に
、
大
人
は
手
助
け
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
の
空
間

　

穏
や
か
な
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、

居
心
地
の
良
い
時
間
が
静
か
に
過
ぎ
る
安

ら
ぎ
の
空
間
。
そ
し
て
、
読
み
た
い
本
、

調
べ
た
い
も
の
、
知
り
た
い
こ
と
を
「
こ

こ
」
に
来
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
空
間
を
、
共
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

よ
う
こ
そ
、
図
書
館
へ
。

　人を育む　

　　　図書館

　　　　人権啓発講座
日時　10 月 19 日（水）

　　　18 時 30 分～ 20 時

場所　人権センター

テーマ　「いのちの尊厳」

　　　～生
しょうろうびょうし

老病死を生きる～

講師　清光寺住職（社会福祉士・介護支

　援専門員）　松浦　真英さん

問い合わせ　

　人権センター　☎ 22-3726

　　　行政相談週間　10 月 17 日～ 23 日
　総務省の「行政相談」は国の行政に関しての苦情や意見・

要望を解決するとともにこれを基に行政運営の改善につなげ

ていく活動です。どんな小さなことでも、行政相談委員また

は、中国四国管区行政評価局（広島市中区上八丁堀 6-30 ☎

082-222-1100）にお気軽にご相談ください。相談は無料で、

秘密は固く守られます。

竹原市行政相談委員　黒崎　耕二（忠海中町）　☎ 26-0607

行政相談委員による行政相談所の開設

日時　10 月 19 日（水）13 時～ 16 時　場所　市民館 2階第 4会議室


